
　　　　　　　

☆膿皮症 
どんな病気？ 
皮膚の細菌感染により起こります。主な原因となるブドウ
球菌は皮膚の常在菌で、健康な皮膚では特に問題となり
ませんが、何らかの原因で皮膚のバリア機能が低下する
と細菌が異常増殖します。症状は赤み、かゆみ、カサカ
サ、脱毛などです。 
診断・治療 
皮膚検査で感染の徴候を見つけます。治療は抗菌薬の飲み
薬、シャンプーを症状により組み合わせて使います。症状
が繰り返す場合は原因となる病気（基礎疾患）を追求し
治療していきます。
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☆犬アトピー性皮膚炎 
どんな病気？ 
ハウスダストなど環境中のアレルゲン（抗原）に対する過剰な免疫反応によっておこり
ます。症状はかゆみで、赤み（炎症）や脱毛を生じることもあります。1～3歳から発症
し、柴犬などの犬種で発症しやすい傾向があります。 
診断・治療 
発症年齢、症状などから犬アトピー性皮膚炎が疑われる場合、他の似た症状の病気（感染
症、食事アレルギーなど）を除外して診断します。必要に応じてアレルギー検査をおこな
うこともあります。 
治療は飲み薬、塗り薬、注射などのお薬や、シャンプーなどのスキンケア、皮膚用のドッ
グフードやサプリメントを組み合わせておこないます。 
完治は難しく、生涯に渡りアトピー体質と上手に付き合っていく必要があります。

☆食物アレルギー 
どんな病気？ 
フード、おやつなどに含まれるタンパク質が抗原とな
り、皮膚のかゆみや赤み、軟便などの症状があらわれま
す。犬の場合、犬アトピー性皮膚炎と併発していること
も多いです。1歳未満からの発症が多く、症状は季節を
問わず一年中あらわれます。 
診断・治療 
アレルギーの原因となるタンパクを除いた食事を1～
2ヶ月続け、症状が良くなるかをみます。（除去食試
験）必要に応じてアレルギー検査をおこなうこともあり
ます。食事療法に加えて、スキンケアや二次感染の治療
を組み合わせる場合もあります。

☆マラセチア性皮膚炎 
どんな病気？ 
カビであるマラセチアが異常増殖し、皮膚炎を起こします。マラセチアは皮脂を好むの
で、皮脂の分泌が多いシーズーなどの犬種でよく見られます。 
診断・治療 
皮膚検査で、写真のような菌体を確認します。治療は抗真菌薬が入ったシャンプーや塗
り薬、飲み薬を使います。また、基礎疾患として犬アトピー性皮膚炎などのアレルギー
疾患があることも多く、同時に治療していくことも多くあります。皮脂の分泌が多い子
はスキンケアであぶらのコントロールをしていくことも重要です。
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スキンケア外来 

はじまります！ 

くわしくはブログを

ごらんください。
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